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共著

共著② 2006年11月に行われたワーク
ショップのプロシーディングス
に掲載された。ＷＴ恒等式を考
慮した有限温度での相構造研究
の成果を発表した。
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2007年2月に行われたワーク
ショップのプロシーディングス
に掲載された。熱的QCD/QEDにお
ける相構造の研究成果を発表し
た。
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教養部海外語学研修（上海：復旦大学）で羅教授とともに学生引率。
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 Proceedings of
Mini-Workshop on
"Strongly Coupled
Quark-Gluon Plasma:
SPS, RHIC and LHC"
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